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　唐代の功徳使制の発展に関しては，既に，塚本善隆博士「唐中期以来の長安の功徳使」
（東方学報・京都・4冊）に詳述され，その僧制との関係についても，山崎宏博士「唐代
における僧尼所隷の問題」　（支那仏教史学3－1）および「唐代の僧官について」　（史潮
9－2）等によって解明せられている。従って，もはや付加えるべきことも殆んどないの
であるが，左右街功徳使については，必ずしも明確なる性格づけがなされているとはいい
難いように思われるので，いささか卑見を述べてみることとした。
　宗教史に素養のない筆者として，あるいは当然に参照すべき先学の論稿を見落す失態が
あることを恐れているが，更に続稿にとって不可欠の前提でもあるので，敢えて発表する
こととした。付記して御諒恕を乞う次第である。
一　左右街功徳使創設の政治的背景
　徳宗が長安に左右街功徳使を創設したのは貞元四年である。新唐書巻四十八・百官志・
崇玄署の条の註に，
　　貞元四年。中略。後復置左右街大功徳使・東都功徳使・修功徳使。総僧尼之籍及功役。
　　云云。
とあり，西京長安に左右街大功徳使，東都洛陽には東都功徳使，更に修功徳使を復置して，
僧尼の籍および功験を総轄することにしたとみえている。これら功徳使の復置について，
塚本博士は④，徳宗即位の直後，即ち大暦十四年五月，朝廷の財政澗渇，緊縮政策め実施，
崇仏派の宰相等の失脚，連年の飢謹・内乱等から，代宗朝以来の諸功徳使は廃止された。
しかし，その後十年を出でずして，少しく圧力がゆるみ，財政も少しく余裕がみえる・と，’
再び崇仏修功徳が盛んとなり，新しく両街・東都に三功徳使が置かれ，僧尼籍を取扱う新
制摩となって現われたとされている。
　功徳使は安史の乱後，不空の国家仏教・祈祷仏教を中心とする代宗朝廷の崇仏修功徳の
波に乗って生れ，造寺・造経・翻経等のいわゆる修功徳事業を管掌したものである。徳宗
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朝の左右街の名称をもつ功徳使の設置について，山崎博士は②，その職掌は都下両街の範
囲を遠く出るものではなく，天下の僧尼を隷属したというも，天下僧尼の度牒簿籍はネ暮露
にも総括されておるから，事実では長安管内における僧尼を管属し，修功徳事業を主要管
理事項としたらしいと指摘されているのである。
　以上によると，左右街功徳使の創設は，代宗仏教の隆盛を引きついだ徳宗朝の崇仏修功
徳という宗教的要請によるものであり，その職掌は，長安管内の僧尼を隷属し，朝廷の修
功徳事業を管理するのが主要なものであったということになる。確かに，このような理解
が成立し得ることについて，何ら疑いがないのであるが，それのみで十分に説明しきれな
いものがあるのを感じない訳にはいかない。左右街功徳使が修功徳事業を掌るのは当然の
こととしても，直接に僧尼所隷を管轄し，各々左図と右街とを管轄地分とする行政職とな
って登場していることは，当然重要な意義を持つものといえよう。換言すれば，功徳使が
左右街功徳使の創設とともに，権力の一機関に脱皮するのであり，それをなさしあた政治
的考慮の内容が何であったかが追求されねばならないと思うのである。
　いうまでもなく，代宗の治世は朝廷の甚しい崇仏興仏をもって知られているが，その晩
年は財政の窮乏に苦しんでいた。代宗をついだ徳宗は，政治の刷新に意欲的であり，両税
法を施行して財政の再建に努め，宙官を退け朝士に禁軍を委ねる等，朝威の再興に積極的
に取組んだのである。ことに莫大な経費の支出を要する修功徳仏教に対しては，明らかに
反修功徳の方針をとり③，仏教抑圧に意のあることを示しているのであり，代宗朝以来の
諸功徳使が廃止されたのもこの頃のことであった。しかし，徳宗の気負った藩鎮抑圧政策
が失敗し，建中四年十月に浬師の乱が起るや，頼みとなすべき禁軍も劣悪で役に立たず，
やむなく奉天に蒙塵するのであった。長安が回復されるのは，翁面元元年である。深傷の
癒えぬ徳宗にとっては，宰相すら信ずることが出来ず，他日の再挙を；期するために，側近
の卑官に権力を集中していった。なかでも中央権力の最大のかなめである禁軍の強化につ
いては，資治通堅巻二百三十一・唐紀・徳宗・仁平元年冬十月の条に，
　　上野長安。頗忌宿将握兵多者。梢梢罷之。戊辰。以（寳）文場監神戸軍左廟兵馬使。
　　王希遷監右廟兵馬使。転輪宙官分典禁旅。
とある如く，宙官をもって神策軍を分野せしめることとし，蜜文場を監神策左廟兵馬使と
し，，女早遷を監神策右痛兵馬使としている。神策左右廟が強化されて，左右神策軍という
独立した二軍となるのは，貞元二年九．月のことである④。こうして左右神策軍は北衙禁軍
の中でも最も盛強となり，帝都の防衛を担うようになった。しかし，未だ朝廷の基礎は薄
弱であったようで，試みに資治通鑑によっても，
　　貞元元年六月。時連年旱蝿。度支資糧康端。（巻二百三十一）
　　同七月。大旱。潮灌将端。長安井野無水。度支奏。中外経費。縄支七旬。（同巻）
　　貞元二年四月。関中倉塵端。中略。時比立憲鐘。転回率皆痩黒。　（巻二百三十二）
　　貞元三年十二月。自長元以来。是歳最為豊稔。（巻二百三十三）
等の記事があって，飢鰹の連続による食糧不足と財政窮迫に苦慮している様子がみえ，貞
元三年末に至って，ようやく好転したことを伝えているのである。従って，人心の動揺に
乗ぜんとする事件も，しばしば長安で起っている。例えば，旧唐書巻十二・徳宗本紀・貞
元三年冬十月の条には，
　　神君将魏循上言。射生隠江敵前等十余人。与資敬赤誠僧李広口同謀不軌。広弘道言当
　　人主。約十月十日大挙。己署置将相名目。詔面謝之。連坐死者百余人。
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とある如く，貞元三年冬十月には，資敬寺の妖僧が殿前射生将等十余人を誘っての謀反事
件が起っている。この謀反事件に連坐し死刑にされたもの百余人に及んだというが，首謀
者李広弘は邪州から長安に流れてきた僧侶であった⑤。この事件は未然に発覚し，直ちに
討滅されて大事には至らなかったが，当時の長安には，かかる妖雲が仏教信仰を利用し⑥，
不平分子を謀反に誘うような世情であり，更に仏教興隆によって豪奢な仏閣を誇る仏教界
も，実はかかる妖僧が多く流れ込み，その内部の綱紀は乱れていたのである⑦。
　左右街功徳使が創設された貞元四年頃の長安は，このような状態であった。そして創設
された左右街功徳使は，貞元新定釈教目録巻十七・貞元四年四月十九日付に般若三蔵等の
翻経を検校したものとして，　「西街功徳虚像勾当右神秘軍使王女遷」の名がみえ，貞元続
開元釈教録巻中・貞元五年七月一日付の表文には，
　　右記功徳使王立遷
とあり，また，同書同巻貞元五年九月十六日付の表文には，
　　左街功徳心心文場
とあるから，左右神曲軍の監軍使による兼任制をとって創設されていることが注目されね
ばならない。
　このように左右街功徳使の創設された貞元四年という年は，禁軍の再興も緒につき，連
年の蝋色からもようやく脱し得たときであり，動揺の中にある長安も，いくらか安定を得
つつあったであろう。しかし，国内が完全に安定し，国庫が充実する状態にまで至ってい
るわけではない。そのような時期に，徳宗が崇商客功徳主義をとるのは，彼自身の仏教へ
の傾斜という一面もあったかもしれない。だが，多分に政治的配慮によるものがあったと
みるべきではなかろうか。つまり，民衆の間に深く浸透していた仏教勢力の存在をもはや
軽視できないことを認識した徳宗は，以後，独自の宗教政策なしには，長安の安定した維
持は覚束ないという危機感をもって左右街功徳使を設置したと思われるのである。左右神
策軍の監軍使による兼任制は，監軍使のもつ警察司法面の実質的な機能⑧を左右街功徳使
にも期待したためであろう。新唐書巻百六十五・鄭余慶伝に，
　　貞元初。中略。浮屠法面。以身為民訴閾下。詔御史中位宇文遡・刑部侍郎張或・大理
　　卿鄭防砂為三司。与功徳判官諸葛述参竣。云云。
とあって，左右街功徳使の判官が僧法湊に関する三司使の転身に関与したことを伝えてい
る⑨。ここにみる左右街功徳使判官の職掌は司法的機能であるが，職掌内容においては，
本来的に警察的機能も併有していたとみてよいであろう。
　以上によって，左右街功徳使の創設は，単に崇仏修功徳事業を助成検校するのを目的と
したものでなく，警察司法権を有する強力な監察機関としての役割をも担ったのであり，
従来の桐部では果せない寺院僧尼の統制にまで監視を及ぼそうとする意図を有したものと
思うのである。
　　　　　　　　　　　　　　亨
二　左右街功徳所と左右街功徳巡院
　左右街功徳翻心は，これを兼任した左右神策監軍使が発展して左右神策軍中尉となった
ときに，新しい段階に入ったと考えられる。左右神策軍中尉は左右神策軍護軍中尉の略称
であるが，資治通鑑巻二百三十五・唐紀・徳宗・貞元十二年六月の条に，
　　以監勾当左神策寳文場・監勾当右神策湖南鳴。皆為護軍中尉。
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とある如く，徳宗の貞元十二年六月に設けられた職制である。従って，左右街功徳母式も
この改制と関連して，左右神策軍中尉の兼任となっている。冊府元亀巻六百六十五・内野
部・総々・同年の条の左右神曲軍中尉の註に，
　　乃立膝職。其後。両中尉乾分領左右街功徳使。嬉嬉有知神魂軍兵馬使・左右神策軍護
　　軍中尉副使。
とあって，両中尉が左右街功徳使を分領したことを伝えているが，整備された副使等の属
僚もまた，これを兼ねるのが例となったようである。全唐文巻四百九十八・権蝉騒・唐故
右神策護軍中尉右街功徳使開府儀同三司守右武衛大将軍知内侍省事上柱国楽安県開国公内
侍少監致仕贈揚州大都督府孫公判道碑銘によると，
　　元和元年冬十月。内省少監致仕。孫公寝疾。莞於京師広化里私第。中略。公誰栄義。
　　中略。貞元十七年。充右神策軍護軍中尉判官。綾挾辰。町内常舞充副使。越翌日。兼
　　出盧功徳副使。十九年。拝右醗衛将軍充右神策軍護軍中尉右街功徳使。明年。有詔。
　　知内侍皇運。歳中。加特進右武衛大将軍愛楽安県開国男。云云。
とあり，孫栄義が，貞元十七年，豊島懸軍透影中尉の判官から副使となり，右街功徳副使
を兼ね，同十九年には，右神策軍護軍中尉。右街功徳使となったことがみえている。こう
した兼任制の慣例は，他の属僚にも及んでいたようで，貞元新定釈教目録巻十七・貞元十
四年二月二十六日の条には，
　　右街功徳使震仙髄・判官高品程仲良。
の名がみえ，また，旧唐書巻百五十八・鄭余慶伝には，
　　前略。功徳使判官諸：葛述。云云。
とあって，功徳使判官の名がみえているのである。
　左右街功徳使の機構については，正史類等に記すところがないので，その詳細は不明で
あるが，仏教関係史料の丹念な分析によって，唐代の僧官制度を考察された山崎博士は，
徳宗朝の翻経事業に関与した官司として，「勾当右街功徳所・都勾当右街諸寺観釈道二教事」
なるものを紹介されている⑩。それは，貞元新定釈教目録巻一に，
　　運任輪経一巻
　　十地回九巻
　　己上二影響十巻　　素干聞之蔵戸羅達筆重出庭訳
　　右勾当皇霊功徳所・都勾当右街諸寺観釈道二教事・千福寺上座僧霊遼進状
　　中略。
　　前件切首令都勾当大徳霊感真西明寺僧円照。物取前件経。眩光宅寺。座臥入蔵経者。
　　　　准勅意都勾当大徳乱座者故牒
　　　　貞元十五年十月二十三日牒
　　　　使出監門衛将軍　第五守亮
とあるものである。これについて博士は，　「この右街功徳所とは恐らく右街功徳使の政庁
かと思われる。それは多分右神降軍の衙夢中にあったものらしく，云云。」⑪とされて，
更に都勾当右街諸寺観釈道二教事を僧官制度との関連のもとで分析し，「或は都勾当右街
諸寺観釈道二空事は徳宗貞元四年，両街・東都功徳使が僧籍を管掌することになって設け
られたもので，それが元和二年二月，左右街功徳使に僧道事務が全く移管されると，録右
街僧事，即ち右街僧録として改定されたのではあるまいか」⑫と指摘されているのである。
　ここで注目されるのは，二七功徳使の政庁とされた勾当右目功徳所なる，ものの存在であ
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る。当時の右街功徳使が，史料の末尾にみえる右監門衛将軍第五守亮であったことは，同
書巻十九・同年月日付に，
　　右回策軍中尉兼右街功徳半金紫光禄大夫右監門衛将軍賜紫金魚袋第五守亮
とあるによって知られるが，その右街功徳使の政庁が勾当右街功徳所であったとすると，
書式的にみても疑問が残るのである。また，同書巻十七には，貞元十二年より同十四年に
わたった，般若三蔵等の大方広仏花厳経の翻経事業の次第が詳述されているが，その中に，
　　翰林供奉光早撃沙門智真訳語。西明寺翻経沙門円照筆受。製麺早早劇界奏聞。
とあり，右街功徳使の政庁を使司としている用例が，他にも多く散見するのである。更に，
入唐求法巡礼行記巻樽・開成五年八月二十五日の条には，
　　斎後。従使院有使。喚僧等。随使入興衙。得功徳使牒。云云。
とあり，墨黒あるいは使衙と呼んぞいるのである。これに対して勾当右街功徳所は，なお
勾当であって，右街功徳使の使庁とはみなし難いところがあるように考えられる。また，
勾当右街功徳所が都勾当右街諸寺耳蝉道二難事と単記されていることから，むしろ制度的
には，左右街功徳使院の下に設けられた機関とみるべきように思われる。
　都勾当右街諸寺観釈道：七教事は，前掲史料によると，聖福寺上座の霊遼がこの任につい
ていたとあるから，僧侶が仏道二教団に関する事務を取ったものであろう。これは当時の
道教のおかれた立場と現状を窺わしめて興味深いものがあるが，憲宗の元和二年二月，正
式に左右街功徳使に仏道二教の事務が全く移管されると，僧録・道録制が定められ，仏教
関係は左右街僧録に，道教関係は左右街道録によって主管されるようになるのである⑬。
では，勾当右街功徳所は如何なる性格のものであったかということになる。入唐求法巡礼
行記巻三・開成五年八月二十三日の条によると，
　　斎後。到左街功徳巡院。見知巡押衙監察侍御史姓趙名錬。通状。請魚住城中諸寺尋師。
　　状文如左。云云。
とあって，左街功徳巡院なる官司があったことを伝えている。この官司には，知巡・押衙
・監察侍御史趙錬なる者がおる。前文に続く，翌二十四日の条には，
　　辰時。巡院押衙作状。差現官令国見功徳使。左街功徳使護軍中尉開府儀同三司知内省
　　事上将軍器士良封三千戸。僧等随巡官人使丁。下寺北行。過四坊入望潮門。云云。
とあるから，この官司には，巡官や巡官人使御等で構成されていたことがわかる。そして
知床が押衙であったことは，左街功徳使を兼ねる左筆策軍護砂中尉仇士良配下の押衙に他
ならない。従って，耳蝉功徳巡院は左神拝軍の押衙で御史を兼帯した者が任につく官司で
あり，左様功徳使の下部機関たる性格のものであったのである。この左街功徳巡院なるも
のは何時から設けられたものか明らかでないが，左右街功徳使の支配組織には，神策軍の
押衙を知巡とする直接下部機関が，文宗の末年には存在していたことは確かである。長安
というきわめて広い地域を管轄範囲とする左右街功徳使が，教団の統制支配を強化するた
めには，都下左右街において，その職務を遂行する下部機関が必要とされたであろう。先
述の勾当（右街）功徳所もかかる機関であり，功徳巡院制に先行する機関ではなかったか
と推測されるのである。
三　左右街功徳巡院と左右的僧録司
左右街功徳使の体制的な成立は，徳宗朝においてであるが，その制度が確立するのは，
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憲宗朝といってよい。唐会要巻四十九・僧尼所隷の条に，
　　元和二年二月詔。僧尼道士。同寸左街右街功徳使。滝頭。鹿部司封不意関奏。
とあり，憲宗の元和二年二月になると，司封の管掌していた道士・女冠の事務も総べるこ
とになって，仏道二教団は全く左右街功徳使の統轄するところとなるのである。この職能
の拡大に対応して機構も整備され，中央僧官として仏教教団に左右街僧録制，道教教団に
左右街道録制が定められる。
　いま，左右街僧録制についてみると，入唐求法巡礼行記巻一・開成四年正月十八日の条
に，
　　凡此唐国。有僧録・僧正・監寺三種色。僧録統領天下諸寺。整理仏法。僧正唯在一都
　　督管内。監寺限在一寺。自外方有三綱井薬司。
とあり，また，大事書史腰巻中・雑任職員に，
　　唐初。照葉不立僧主。各誌設此三官而己。至元和・長串間。立左右街僧録。総録僧尼。
　　或有事則先聖録取。後報官方也。
とあって，僧官である左右街僧録は録司，即ち，僧録司にあって諸寺を統領し，一旦を管
理する寺官と左右街功徳使との中間機関の役割りを果していたことがみえている。寺官に
は三綱の制があり，この上に監寺と呼ばれるものがあったようである＠。この関係を図式
化すると，左右街功徳使→左右街僧録→監寺→三綱等の系列で寺院統制が行われたのであ
る。左右街道録制もまた，道観統制に対して，同じ機能を果していたと思われる。
　こうした僧官による統制機構の他に，左右街功徳使の下部機関としての左右街功徳巡警
が存在したことは，前節において触れた。左右街功徳資質の存在を伝える記述は，ただ，
わが円仁の入唐求法巡礼行記の中に，若干を検索し得るのみで，その他の史料があるのを
知らない。従って，この左右街功徳射界が，憲宗朝に既に設置されていたことの論証は困
難である。だが，腐敗していた教団の実態を考えると，左右街功徳使が教団の統制支配を
全うするためには，使院の直接指揮下にあって，直接に寺観および僧尼・道士と対すると
ころで任務を遂行する下部機関が必要であったこと明らかである。いわば内から秩序の維
持を図る左右街の僧録・道録の体制に対して，外からそれの監察を行う左右街園徳望院の
体制があって，始めて統制支配が完成するものと思うのである。
　では，かかる左右街功徳巡院の任務の内容は，如何なるものであったのだろうか。いま，
入唐求法巡礼行記の所伝によってみると，・まず，前掲史料に，左街功徳巡院の知巡押衙が
監察侍御史⑮なる御史職を兼帯していることから，監察・取締りを主たる任務とするもの
であったと考えられる。同書巻三・開成五年九月十八日の条に，資聖寺に寄住していた円
仁が，左街功徳巡院の知幸町錬に送った書状を掲げている。
　　　日本国求法僧円仁
　　右円仁。先日伏蒙雅旨。殊賜安存。下情元任歓荷之誠。然円仁等。乍到。己蒙使司仁
　　造。権具眼寺。感慶伏深。更無所望。如請移住有昼飯寺。伏恐悩乱大官。斗星住資聖
　　寺。往来諸寺。尋無爵学。任意求法。夜帰本寺。伏乞侍御恩造。特賜允許。謹具如前。
　　伏請処分。牒件状如前。謹牒。
　　　開成五年九月十八日
　　　　　　　　　日本国求法僧円仁牒
とあって，円仁は求法のために諸寺への立入りの許可を求めているのである。この文書か
ら，左右街功徳巡院が外国僧にどのように関与していたかを窺うことができよう。また，
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同書・同巻・開成五年九月七日の条には。
　　斎時。左街功徳使知巡押衙趙錬。入門早来。鞘取七僧。従八月廿六日至九月十日。森
　　雨量霧。
とみえ，同書巻四・会昌三年六月十一日の条には，
　　功徳使帖無風。令旨取大徳。毎街各七人。依旧例入内。大徳対道士論義。云云。
とみえているから，行政的な事務も掌っていたようである。
　所で，円仁が長安にあった卑下の会陰年間は，政治と仏教の関係が最も緊張した状態に
あり，代宗以来の修功徳仏教の興隆によって繁栄を誇った仏教界も，廃仏という激しい落
差のなかで，壊滅的な大打撃を受けたときである。武宗は会昌の廃仏に当って，寺院の整
理・僧尼数の削減および僧団の統制の徹底に努めている。この廃仏策を通じての顕著な特
質は，長安城中の責務が左右街功徳使に委ねられ，左右街功徳使が保制に基づいて，きわ
めて組織的に弾圧を行っていることである。
同書巻三・会昌二年三月三日の条の，
　　勅下。発遣保管無名僧。云云。
とある詔勅に始まる僧尼への取締りは，同書・同署・会昌三年二月一日の条の，
　　使牒云。僧尼己還俗者。轍不得入寺及停止。又発煙保外僧尼。不許住掛入鎮；内。
とある如き段階をへて，会昌四年七月には，長安城内の私寺仏堂類三百余所も廃仏の時潮
の中で華燭され，遂には左舞の慈恩寺・軍士寺，右街の西明寺・荘厳寺の中寺だけを残し
て，他の寺は全て廃止するという会昌五年の大廃仏まで進むことになるのである。同書巻
四・耳蝉五年三月の条には，全国の仏寺の牛革の数，銭や物品の数量の検査が行われたこ
とを記し，
　　功徳半帖諸寺。奴嬉野人為一保。華中走失一人者。罰二千貫銭。云云。
とみえ，諸寺の所有する奴碑に至るまで保伍の制を施き，つづいて，
　　城裏僧尼。功徳使条流甚厳切。且勘定遷幸部牒僧尼里数。具録奏聞。中略。県有桐部
　　牒者。惣索将官軍裏寺勘。其下部馬上。微睡点留処。及生年与功徳寺入保牒。差曝者。
　　峰入還俗之数。蟻差殊者。便収入華墨。不出。遂使諸寺僧尼。同無告身也。云云。
とある如く，左右街功徳使は使院の保管する保牒⑯に基づいて僧尼の弾圧に当ったのであ
る。唐土の僧尼が軸部の下にあり，保内と保外に分たれていたことは，既に岡田正之博士
も，　「慈覚大師の入唐紀行について」　（東洋学報12－2）において重視している。小野勝
年教授は，　「入唐求法巡礼行記の研究」第三巻の中において，
　　使牒　勘問外国僧聖業
　　巡院帖揚化団
　　　当団諸寺　応有外国毒薬
　　右奉　使帖　勘従輝国来。及到城年月。兼住華墨年算。解何早業。無名申上者。事須
　　帖団。仰速析状過。切待申上。不得遅囲者。准羅宇団者。
　　　会昌二年五月廿五日頃帖
　　　輝輝知巡何（公貞）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
とある会昌二年五月二十五日半の左街功徳巡院の揚化団への文書に注目され，屈保組織に
ついて言及し，「これらの名称あるいはその記事内容によって，数寺院およびこれに属す
る僧侶の集団組織であることが知れるが，さらに想像をたくましくするならば，こうした
宗教団体においてもまたおそらく検察告発，連帯保証などの義務を負わせられていたので
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あろう。会昌排仏の大嵐を前にして寺院取締りが功徳使→僧録→僧正→監寺→三綱などの
系列で行われたのと相ならんで，僧侶たちに対する俗界的団組織の加味された編成が大き
く浮び出たのではあるまいか。」と指摘せられている⑰。
　内代の保伍あるいは隣保制は，律令によって法的な根拠を持ったが，これは一般の庶民
に対するばかりでなく，早くから僧侶へも及ぼされ，大索や城中捜索のときに必要に応じ
て，京城の居民全てに保伍あるいは三保の政策がとられていたのである⑱。旧唐書巻十五
・憲宗本紀下・元和十二年二月の条に，
　　勅。京城居人。五家相保。以捜姦窓。時王承宗・李師道。欲阻用兵之勢。遣人折陵廟
　　之戟。焚劉藁禰宜。流矢事書。恐骸京国。故捜索以防姦。
とあり，このときの事を記した記事を，冊府元亀巻六十四・帝王部・発号令・元和十二年
二月の条には，
　　詔。京城居人。五家為保。命朝政及自傷。条流家人・部曲。及在宅参散人数。送府県。
　　其遠里委両街功徳使。団保。虞二方之好謀也。
としている。これは南宗の元和十二年二月のときに左右街功徳使が行った団保の一例であ
る。
　以上から，左右街功徳使の宗教界統制の内容は，二つの側面からなされたといえよう。
一つは，僧官たる左右街僧録・左右街道録を媒介として寺観を間接的に管轄する側面であ
り，いま一つは，僧尼および道士・女冠を俗界的団保組織によって編成し，直接に統制を
試みたことである。左右街功徳使は下部に独自の左右街功徳巡院を持ち，これに団保組織
の更新強化を委ね，寺観および僧尼・道士を完全に系列化して，宗教界の統制支配に携っ
たものと考えるのである。
あ　と　が　き
　左右街功徳使と左右街功徳回章の性格づけを追究する意図をもって考察を試みてきたが，
余りに論証されねばならない課題が多いことを痛感している。左右街功徳使は妙策軍中尉
の兼職であり，左右街功徳巡院もまた，神策軍と一体となった機構であるから，その考察
には，むしろ神紅軍中尉制および神策軍制の問題として取上ぐべき要素が多いように思わ
れるのである。また，小野勝年教授が「入唐求法巡礼行記の研究」第三巻の註で，左右街
功徳器財と左右軍巡院との相互関係に着目されて，左右街功徳巡院が左右軍巡院に併置さ
れたと考えられておられる点は注目されねばならない。左右軍巡院については，いささか
の考えを持ち合せなくもないが，これは神策軍中尉・神田軍の問題として取上げる予定に
している。全てを他目に期したいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L註
①　：塚本善隆氏「唐中期以来の長安の功徳使」　（東方学報・京都・4冊）参照。
②　山崎宏氏「二代における僧尼所隷の問題」　（支那仏教史学3－1）参照。
③註①論文参照。
④　唐会要巻七十二・京城諸軍，旧唐書巻百八十四・寳文場伝，資治通鑑巻二百三十二・唐紀・
　徳宗・同年魚条参照。
⑤　旧唐書巻百四十四・韓：遊壊伝参照。
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⑥　資治通鑑巻二百三十三・唐紀・徳宗・同年月条参照。
⑦　税役忌避の偽濫僧や寺院所有の荘園の増加は国家財政を圧迫し，教団における僧尼の腐敗
　堕落，私度僧，偽濫僧の横行は諸方面に弊害の百出をみる状態となっていたのである。これ
　らに関する研究は多い。例えば，鎌田茂雄氏「中唐の仏教の変動と国家権力」　（東洋文化研
　究所紀要24冊），諸戸立雄氏「中国における僧尼の税役問題」　（秋大史学13），滋野井惜氏
　「唐代僧徒の税役負担について」　（大谷学報56－3），日野開三郎氏「武・章両后時代税役
　避免偽度の盛行と玄宗の：粛清」　（佐賀竜谷学会紀要13），塚本善隆氏「唐中期の浄土教」
⑧　拙稿「唐末内侍省における鞠獄の性格と機能について」　（長崎大学教育学部社会科学論叢
　28号）参照。
⑨　冊府元亀巻六百十九・刑法部・案鞄・宇文遜，旧唐書百五十八・同伝にも同内容記事があ
　る。
⑩山崎宏氏「唐代の僧官について」（史潮9－2）参照。
⑪　註②論文参照。
⑫　註⑥論文参照。
⑬窪徳忠氏「道教史」
⑭道端良秀氏「唐代仏教史の研究」
⑮　監察侍御史なる官名はない。御史台所属の憲官は，最高の御史大夫（従三品）の下に，御
　史中丞（正五品上），侍御史（従六品下），殿中侍御史（従七品下）そして監察御史（正八
　品上）の都合，五階級に分れていた。半官の昇進は当然この順序に従うべきものであったか
　ら，知巡下町の趙錬が，最下の監察御史と御史中丞につぐ侍御史とを併称することはあり得
　ない。恐らく監察任務を強調しての挿入であって，侍御史を兼任したものであろう。それは
　八月二十五日の記事等の中に，知巡侍御なる呼び方をしていることからも窺えよう。
⑯　保牒については，堀一郎氏訳「入唐求法巡礼行記」　（r仏教文学集』古典日本文学全集・
　筑摩書房）に，「保牒は桐部に野州の発給を求める場合，僧尼を管理する功徳使が予め適切
　なりと認定した上で，保証に立ってこれを祠部に申請する文書。従って功徳使の台帳と訳す。
　云云」とされる。
⑰　同書・同巻・会昌三年五月二十五日の条に，同内容であるが，宛名が菩提団となっている
　文書がみえる。恐らく廃仏の進展にともなう四丁の更新強化が通達の反覆となったのであろ
　う。
⑱　拙稿「唐都長安城の坊門と治安機構」　（九州大学東洋史論集2）参照。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和55年10月30日受理）
